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本稿では，Apache コミュニティを対象として開発者とユーザとの間で形成されるインフォーマル
な社会構造についての分析を行う．開発者用のメーリングリストとユーザ用のメーリングリストから
抽出したデータを用いて Freeman が提案する 3 つの中心性の一つである媒介中心性を求め分析を
行った結果，(1) 高い媒介中心性の値を示す参加者が開発者とユーザとの間の活動を調整しているこ
と，(2) 数人の参加者は長期間にわたって Apache コミュニティにおけるコーディネータとして機能
していることがわかった．
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In this paper, we investigated the informal social structure among developers and users
by analyzing two mailing lists of developers and users in the Apache community, based on
betweenness centrality, one of centrality measures proposed by Freeman. From the analysis
results, we found that (1) participants with high betweenness coordinated activities between
developers and users and (2) some participants have been functioning as coordinators in the
community for a long time.

1. は じ め に

近年，個人ユーザだけではなく行政機関や教育機関

においてもオープンソースソフトウェア (OSS: Open

Source Software) が広く普及しつつあることから，

OSS の開発プロセスとその成功要因に対する理解を

得ることを目的とした研究が盛んに行われている1).

しかしながらこれまでの先行研究は，開発者間の社

会的関係や開発者の貢献度など，開発者に重点を置い

た分析がほとんどであり，開発者とユーザとのインタ

ラクションについての具体的な分析は行われていない．

そこで本稿では，Apahceコミュニティを対象として

開発者とユーザとのインフォーマルな社会構造につい

ての分析を行う．

2. OSSコミュニティにおける社会構造

一般的な OSSコミュニティはオンライン上の分散

開発環境であるため，メーリングリストや掲示板など
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のオンラインメディアを通じた非対面のコミュニケー

ションを基本としている．このようなメディアを通じ

て形成される参加者のインフォーマルな社会構造は，

図 1のようなコミュニケーションネットワークとして

表現することができる．

ここで，ネットワークは各ノードをメッセージの送

信者，コミュニティでの参加者同士のメッセージの送

受信関係をエッジとして定義される．例えば，参加者

Aが掲示板にメッセージを投稿し参加者 Bがそのメッ

セージに返信した場合，参加者AとBはそれぞれ送信

者と受信者であり，送受信関係が成立する．以降では，
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図 1 OSS コミュニティにおけるインフォーマルな社会構造
Fig. 1 Informal social structure in an OSS community



開発者グループにのみ参加する人物を Pdev, ユーザグ

ループにのみ参加する人物を Puser, 両方のグループ

に参加する人物を Pd∩u と表記する．

3. 分 析 方 法

本稿では，開発者グループとユーザグループに積極

的に参加し，両者のインタラクションを調整している人

物 Pd∩uに重点を置いて分析を行う．Pd∩uが 2つのグ

ループを媒介する貢献度を評価するために，Freeman

が提案した中心性指標の１つである媒介中心性2)を用

いる．本稿における具体的な分析手順を以下に示す．

( 1 ) インフォーマルな社会構造の可視化: インフォー

マルな社会構造の全体像をつかむためにネット

ワークを可視化する．

( 2 ) 媒介中心性の算出: 媒介中心性を求めることで

開発者とユーザの両グループを媒介する度合い

の大きい Pd∩u を特定する．

( 3 ) メッセージ内容の分析: 媒介中心性の大きい

Pd∩u が実際にグループ間の媒介や調整に貢献

しているかを確かめるために，媒介中心性の大

きい上位 5人のメッセージログを分析する☆．

図 2 Apache コミュニティにおけるインフォーマルな社会構造
Fig. 2 Informal social structure in Apache community

Top 5 ofbetweennesscentrality
図 3 媒介中心性上位 5 人の Pd∩u のインフォーマルな社会構造

Fig. 3 Informal social structure of top 5 Pd∩u

☆ 紙面都合上，本稿では分析結果を割愛する

4. 分 析 結 果

Apache HTTP Server コミュニティを対象として

行ったケーススタディを行った結果について述べる．

4.1 社会構造の可視化結果

図 2は，バージョン 2.2.0リリース時の Apacheコ

ミュニティのコミュニケーションネットワークを示す

ものである．図中，開発者 Pdev, ユーザ Puser，およ

び Pd∩u はそれぞれ，左，右，真中に位置している．

開発者とユーザ間に多くのエッジを持つ Pd∩u が存在

することがわかる．

4.2 媒介中心性の分析結果

媒介中心性上位 5人の Pd∩u と，Pd∩u が媒介して

いる参加者のみを抽出したネットワーク図（図 3）か

ら，Pd∩u がどのくらいの参加者を媒介しているかを

調べた．図 2のネットワーク図と見比べると，媒介中

心性上位 5人の Pd∩u が，開発者とユーザの半分近く

を媒介していることがうかがえる．媒介している人数

を調べたところ，媒介中心性上位 5人は全開発者 112

人のうち 55人がユーザと間接的に情報交換できるよ

う媒介していた．また，全ユーザ 540人のうち 249人

を開発者と情報交換できるよう媒介していた．

5. まとめと今後の課題

本稿では，Apacheコミュニティにおける開発者と

ユーザとの間のインフォーマルな社会構造について分

析を行った．分析の結果，媒介中心性の大きい人物が

開発者とユーザの活動の調整に貢献していることが分

かった．今後，他のデータセット（バグ管理システム

の履歴データなど）を用いた分析を加えるとともに，

他のコミュニティについても同様の分析が必要である．
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